
理事会議事録 
 

青松同窓会 
 

日時 令和 2 年（2020 年）10 月 24 日(土) 午後 2 時より 
場所 附属天王寺中・高等学校 3 階小講堂 
出席者 堀会長以下 43 名出席 
 
議事に先立ち、堀会長より以下の挨拶があった。 
 今年度は新型コロナ感染の拡大により理事会及び総会・懇親会の開催ができなかった。 
 今後それらをどのように開催していけばよいか、例えばリアルとオンラインの併用など考

えていきたい。 
 
廣瀬先生より学校の様子についてお話しされた。 
 コロナ対策でオンライン授業を実施し、感染対策をきっちりとりながら 6 月からは通常授

業を開始した。宿泊を伴う行事は全部中止した。演劇の発表や音楽祭は非公開ながら生徒

達は工夫を重ねて、今までとは形を変えながら後輩に繋げようとしていた。 
 
議事 
1. 令和 3 年度総会の件（藤井副会長） 

令和 3 年 6 月 19 日（土）を予定しているが、開催するかどうか、どのような形で実

施するかについては令和 3 年 4 月 3 日予定の次回理事会で決めたい。 
2. 青松同窓会 70 周年記念事業寄付活動の件（藤井副会長） 

平成 29 年から 3 年あまりご理解とご協力をありがとうございます。来年 3 月まで 
続けて一区切りとしたい。これまで 2650 万円程度集まっている。 

3. 次号会報「青松」105 号企画の件（植田広報担当） 
コロナ渦の中、生徒や同窓会員がどのように過ごしているかを記事にしたい。 
「科学の甲子園」で第一位となり府代表に選出されたことなど、在校生の活躍も 
記事にする。12 月 25 日発行の予定。 

4. 理事会開催が困難な場合の対策（堀会長、平井書記） 
 世の中はオンライン化しており、同窓会活動もリアルとオンラインを併用していきた

い。３密を避けることも重要であるが、討論し合うことも大事であるので、理事会や

総会などで会員が繋がるようにしていきたい。フレームワークは作るが、個別の対応

については皆さんのご協力を頂きたい。会報やホームページもオンラインと併用して

いきたい。 
5. 会費集金状況報告（吉村会計） 
   ４月から９月までの集計では、昨年とほぼ同程度の入金がなされている。 

 



6. その他、ホームページ移設の件など（平井書記） 
大学のサーバーをお借りしていたが、昨年更新されたことに伴って大学組織の一部で

はない同窓会はこのサーバーを使えなくなった。そのため、同窓会独自に外部サーバ

ーをレンタルすることで移設を行った。現在は津田文子さん（中 28 高 22期）にメン

テナンスをお願いしているが、津田さんの希望もあり更新担当者をもう一名お願いし

たい。サーバー上に事務局のメールアドレスを取得し、会員の質疑に対して迅速に対

応していくようにしたい。議事録もパスワードを使ってアクセスして見て頂けるよう

なシステムを構築していきたい。 
 
学校からの報告として、附属支援基金に同窓会から 663 名 2800 万円程の入金頂き、

これまでクラブハウスや校舎改修（主に什器の購入に 670 万円充当）に対して支出し

てきた。 
また、PTA では、生徒達に応援メッセージを伝える企画を検討している。保護者から

今の職業に就いた経緯や自分が中高時代にどんなことをしたか、どんなことをしたら

良かったと思う等のアンケート形式で編集してそれを伝えることで、生徒達の学校生

活での学び、そして進路選択に役立ててくれたらと思って計画している。同窓会の会

員の皆さんにもこのプロジェクトが立ち上がった場合にはご協力願いたい。そしてこ

の企画を会報にも掲載して頂けたらとの提案があった。 
 
同窓会の会議などで学校内の Wi-fi環境を利用させてもらうのはセキュリティなどの 
関係で困難であるようなので、この件に関しては追って検討して報告する。 
 
同窓会 70 周年記念式典・祝賀会の「写真集・文集」の DVD を 1500 円にて販売する。 
申し込みは、次回の会報にも案内する。 

 
交代ならびに新規の理事紹介（括弧内は旧理事） 
 12-6 森田和子（林 緒子）   25-19 辻岡尚美（榎木育子）  

28-22 秋山友昭（巽 京子）  32-26 榊原ますみ（櫛田奈都子） 
67-61 長谷川麻衣（鳥谷 優） 68-62 上田瑛太郎  68-62 安川佑佳  

 
7. 今後の行事日程 

令和 3 年度（2021 年度）      総会・懇親会 
 令和 3 年 6 月 19 日（土） ホテル都シティ大阪天王寺 
理事会 
 令和 3 年 4 月 3 日（土） 午後 2 時から 
 令和 3 年 5 月 29 日（土）  午後 2 時から 

 
以 上 


